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となる。一方、西一坊坊間東小路は、今回の調査で得た

道路心の座標値（Ｘ＝-146,341.0,Ｙ＝-18,717.25）と平

城宮跡第125次調査で得た九条大路北側溝付近での道路

心の座標値（Ｘ＝-149,738.32,Ｙ＝-18.701.87）［奈文研

『平城京九条大路』1981］から、国土方眼方位に対して

N０．１５，３４”Ｗの振れをもつことがあきらかになった。

この２つの値はきわめて近似しており、朱雀大路心と西

一坊坊間東小路心がほぼ正しく平行に施工されているこ

とを確認した。また、今回の調査地点で西一坊坊間東小

路と朱雀大路との心々 間距離は132.50ｍという値を得る。

これは１大尺=0.354ｍと仮定すると374.3大尺にあたり、

西一坊坊間東小路が朱雀大路から心々間距離375大尺の

計画線通りに施工されたことを示している。

（西山和宏・小野健吉）
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ところで、大学寮に推定されて
四城

いる左京三条一坊七坪（奈文研 年里

『平城京左京三条一坊七坪発掘調
室届届

査報告』1993）は、やはり建物一・、ｏｏ
ＩＪＩＪｔＪ

号《･と』９，の密度が低い。宮外官術を想定Ｕ‘Ｕ‘轡

するならば、宮付近では空閑地 ＳＳＳ
、ＯＬ八Ｊ－

が多い櫛造といjう共通性が存在

した可能性もあろう。いずれにしても、本調在区が奈良

時代においてどのような利用をされていたのかは、今後

の研究課題である。

条坊関係では、北西区で検出した西一坊坊間東小路と朱

雀大路との関係について触れておきたい。朱雀大路は、平

城宮の正門（南而中門）・朱雀門から平城京の正門・羅城

門まで一直線に伸びる平城京のメインストリートである。

したがって、その道路心は、朱雀門心と羅城門心を結んだ

直線と考えるのが最も適切であろう。朱雀門心の座標値は

(Ｘ＝-145,994.49,Ｙ＝-18,586.31）［奈文研「平城報告Ⅸj

l978］であり、雑城門心の座標値は井上和人氏の妓新研

究成果によれば（Ｘ＝-149,771.38,Ｙ＝-18,569.12）［｢平

城京羅城門の再検討」『年報1998-1』]である。この２点を

結んだ直線の国土方眼方位に対する振れはＮｏ．１５，３９"Ｗ
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色つきは総拠､１１背

●現場班ラインアップ

本年度は、秋を除く３現場で、９５年度・９６年度入所の

新人がはじめての総担当者をつとめた。東而大垣とそれを

はさむ２本の櫛を掘った券現場（第274次）は、木簡ザク

ザクに総担当者、大典燕！ご満悦の日々がしばらく続い

た。酷料にたたられた夏現場は、東西一町ぶん（憂さ１１０

ｍ）の溝（第281次）と来院剛池の掘り残し部分（第284

次)。作業貝さんの呼ぶ声に、総担当者、東へ西へ◎往復。

アルバイトの女.f学生に、この総担当者の姿はどう映っ

たのか!？奈文研初の女‘性発掘調査員を迎えた秋現場は、

束院隅周辺（第280次)。復原すすむ庭剛をよこ目に、隅

楼の遺櫛解釈は大苦戦。あやうし、Ｈ女史１中規模調査

２本をメインとした冬現場は、小規模現状変更調在の雨

あられ。総拙当粁の好采配が光る！（Ｈ）

現場班メンバー一覧

春 夏秋冬
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